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今国民は行政の何の計画性もなく、場当たり的なやり方に大きな不満を抱いていることが、ニュー

スや新聞報道で明らかになっています。特に新型コロナウイルスやもうすぐ開催される東京オリン

ピックへの対応など、稚拙すぎてあきれてしまいます。 

 

１． オリンピック開催の可否！ 

開催か中止か、国民の意見は中止が多いにもかかわらず、何の説明もなしに、なし崩し的に開催と

なってしまいました。また開催都市である東京都と国の、何かにつけ責任のなすりあいは目に余る

ものがあり、いい加減にしてほしいと思います。首相も「国民の安心と安全を守る」というなら、

感染が急拡大する今こそ「中止」の判断もあってもよいかと思います。 

２．資金パーティ！ 

国民に酒や団体行動の自粛を呼び掛けておきながら、例年行われてる「政治資金パーティ」を通常

通り開催するとか。酒も提供せず、参加者の距離も保つからいいではないかとの言い訳ですが、そ

もそもこの重要な時期に開催する必要がどこにあるのでしょうか？ 

もう直近に迫っている衆議院選挙の資金集めとのことですが、この金が安里議員に代表される公職

選挙法違反の温床になっているのです。 

３．原稿棒読み！ 

菅総理の答弁のいつも下を向いた「原稿読み」では、国民に真意は伝わりません。これではだれが

やっても同じではないでしょうか？ その原稿読みも批判があったようで、最近は下を向かずに話

すようになりましたが、目の動きからカメラの横に原稿があるのがわかります。一国のリーダーな

ら、国民が納得のゆく「心からの説明」が欲しいのです。その意味では時と場合により、ドイツや

英国の首相のように演技力も必要なのです。 

４．知る権利！ 

「赤木ファイル」で訴訟まで発展した「森友学園問題」。今なお政府の「説明責任」は果たされてい

ません。人々の関心がコロナやオリンピックに向けられていることから、このままうやむやにされ

てしまいそうです。そもそも本件は、当時ファーストレディの安倍昭惠さんが関わっていたのは明

らかです。その真実を隠すために、証拠の改ざんを命じられた担当者がまじめな人だけに、その悪

質な行為に耐えられず自殺したのが発端でした。私ども国民は、政治や行政で行われている真実を

2001 年に施行された「情報公開法」により知る権利があるのです。また、都合の悪い箇所は黒塗り

では情報公開を満たしておらず、この法律にも違反していることになります。 

５．若者の感染拡大！ 

今新型コロナウイルスの感染拡大は、２０～４０代の若者を中心に広まっています。ということは、

酒を伴う飲食の禁止だけではないはずです。昔のように酒を浴びるほど飲む若者は少なくなり、そ

れ以外の若者の行動の要因こそ究明し、そこを抑えることを考えれば一気に感染カーブは減少に向 



 

 

かうはずです。緊急事態宣言でも、いつも同じような自粛要請では何ら効果が出ないことが明らか

になっているではありませんか。 

６．ボランティア活動 

いつも災害が起きるたびに思うのですが、国会議員が国民の代表というなら、何かの災害時には議

員に「ボランティア活動」を義務付けるべきだと思います。自身の選挙区だけではなく、どこで災

害が起ころうとも、すぐさま駆けつけ被災者に寄り添うことを法律で義務付けるのです。どこかで

甚大な災害が起こったにもかかわらず、都心の一等地にある快適な議員宿舎で、被災現場の様子を

のうのうとテレビで見ているようでは、とても国民の代表とはいえないはずです。 

 

＜DAS ジャパンから＞ 

リモート審査について 

コロナ禍の影響で、ほとんどの組織に対しリモート審査で対応しています。 

１．アプリの種類によらない 

当初 SKYPE で始めましたが、今ではたくさんのリモートアプリが出回っています。 

どのようなアプリも使い方はほとんど同じなので、いつも慣れているアプリをご希望であれば、

こちらはすべて対応いたします。 

  ２．客観的な証拠 

    リモート審査において、画面共有で確認したいものは以下のものがあります。 

１） 基本文書 

品質・環境マニュアル、下位規定、JISQ9001、JISQ14001、JISQ27001、JISQ45001 

２） 主な証拠類 

内部監査記録、マネジメントレビュー記録、リスク・機会特定記録、目標計画・実績表、 

力量一覧表、検査記録、会議議事録、環境・ISMSリスク評価表、法規制一覧表ほか 

３） 現場審査 

工場、建設現場、その他の事務所などの実際に業務を行っている現場確認が、ISO 審査で義務

付けられています。あらかじめスマホなどにリモートアプリをインストールしていただければ、

撮影された画像が画面共有でこちらで拝見できます。もし当日都合がつかない現場については、

あらかじめ撮影していただくと助かります。 
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